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１. 本稿のねらい
近年､ 保育において ｢子どもの安全｣ の重要性が
高まる中､ 2017年に新しい 『保育所保育指針』 『幼
稚園教育要領』 『幼保連携型認定こども園教育・保
育要領』 が告示された｡ 中でも 『保育所保育指針』




大事な章である ｢総則｣ に特立てされて書かれ､ 重
要性が強調されたと説明している (汐見 2017, p.
４)｡ なお ｢養護及び教育を一体的に行う｣ (厚生労












指針』 『幼稚園教育要領』 では､ 特に ｢人間関係｣
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北大路書房の 『新 保育ライブラリ 保育の内容・






(谷田貝・塚本・大沢 2010) では､ 地域社会との
かかわりの事例として､ 交通安全指導のお巡りさん
が幼稚園に来たときの様子が挙げられている (p.






















のは ｢健康｣ 領域である｡ 同社 『最新保育講座』 テ
キストの中でも､ やはり子どもの安全に関する記載
が最も多いのは 『最新保育講座７ 保育内容 ｢健康｣』






『最新保育講座９ 保育内容 ｢環境｣』 (柴崎・若











『最新保育講座10 保育内容 ｢言葉｣』 (柴崎・戸








『最新保育講座11 保育内容 ｢表現｣』 (平田・小




















方) を説明することを含む書籍である｡ では､ 学術
的な理論書タイプの書籍ではどうだろうか｡ たとえ













































だし 『保育所保育指針』 『幼稚園教育要領』 におけ
る ｢人間関係｣ 領域の ｢ねらい｣ や ｢内容｣ は､ 子
どもの安全について明確に言及したものではなく､
それらに準拠したテキストの内容も同様である｡
ただし本稿では､ たとえ ｢人間関係｣ 領域の ｢ね














サックス (Sacks) は､ この文章を彼自身がどの
ように理解するのかについて､ ４点の観察をしてい
る (Sacks 1974, pp.216-217；清矢 1995, pp.61-
62)｡ 以下､ 筆者による観察のまとめを挙げる｡
観察１：私が理解する一つのことは､ ｢赤ちゃん｣




















し､ このように理解することは誰もが (つまり ｢私









































る｡ この枠組は ｢基礎フレーム (primary framew
orks)｣ と名付けられている｡ ｢基礎フレーム｣ は､
理解のための知識､ アプローチ､ パースペクティブ











していると考えることができる｣ (同上, p.27) 点







という ｢基礎フレーム｣ で理解される教材に ｢子ど
もの安全｣ という他の ｢基礎フレーム｣ を適用する､
































































































































下に ｢つよいこは なかないのって おかあさんは












らい｣ が記載されている３)｡ そこには ｢痛くしない
ための“いたいいたい”｣ と ｢失敗－やり直し－く












































は､ 誰もが自覚的であるとは限らない｡ また､ いく
つかの立場を選択できることに気づかないかもしれ






えると､ きわめて重要だと考えられる｡ しかし､ 現
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である｡ ただし､ 本稿の冒頭で述べたように､ 新し

























んが ｢つよいこは なかないの｣ と言うことに対
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